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福島における除線作業や汚染管理において、放射性セシウムの分布は非常に重要な情報のうちの一つで

ある。これまで我々のグループでは 137
Csから飛来するガンマ線(662keV)と特性 X 線(32kev)の両方を可視化

するための方法として、ピンホールカメラとコンプトンカメラを組み合わせた検出器の開発を行ってきた。

本発表では実際にピンホールカメラとしての撮像とコンプトンカメラとしての撮像を同時に行った結果に

ついて報告する。 
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1. 背景 

福島で除染作業等を行うにあたって、放射性セシウムの分布状況を把握するためにガンマカメラが用い

られる。ガンマカメラには低エネルギーの測定に向いたピンホールカメラ方式と高エネルギーの測定に向

いたコンプトンカメラ方式がある。本研究ではこれらの方式を組み合わせることによって、ガンマカメラ

のダイナミックレンジを広げ、137
Csから飛来するガンマ線と特性 X線の両方の情報を取得し、より精度の

高いガンマカメラを開発することを目的とした。 

2. ピンホールコンプトンカメラの構成 

 シンチレータには Ce:GAGG を、受光部には MPPC を用い

た。1chあたりの面積は 3 mm
2とし、散乱体の厚みは 4 mm、

吸収体の厚みは 8 mm とした。チャンネル間にはテフロンを

用いて 100 μmのギャップを設けた。散乱体は中央 4chを空洞

とし、この穴をピンホールとして利用した。また散乱体－吸

収体間の距離は 25 mmとした。 

3. 
137

Cs点線源のイメージング 

 検出器正面に 137
Cs点線源を置き、ピンホールカメラ、コン

プトンカメラとして撮像を行った。散乱体－線源間の距離は

50 mmとした。ピンホールカメラとしての撮像結果を図 1に、

コンプトンカメラとしての撮像結果を図 2 に示す。図 1 の撮

像結果については 32 keV±10 %イベントから再構成を行い、

図 2の撮像結果では 662 keV±10 %、コインシデンス窓 100 ns

の条件で再構成を行った。どちらのイメージングにおいても

点線源位置の推定を行うことができた。今後は実際に福島で

実験を行うと共にそれぞれのイメージングを組み合わせたイ

メージングを行う。 
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図 1 ピンホールカメラとしての撮像結果 

図 2 コンプトンカメラとしての撮像結果 
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